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特集：■生まれ変わります！学内広報



学内広報は1968年10月4
日に、東大紛争における
「教職員間の情報交換資
料」として誕生しました。
その名も「資料」です！

38号から「学内広報」と
いう名前になりました。

252号から現在の題字デザインに
かわりました。こちらは「前広報
委員長代理・理学部森田先生のス
ケッチをもとにデザインしたもの」
ということで、リニューアル後も
このデザインはそのままです。

301号から「淡青評論」
がはじまりました！

300号から表紙に写
真が掲載されるよう
になりました。いま
の学内広報に近づい
てきました。

それまでB5版だった
学内広報が983号よ
りA4の大きさに！

学内広報はイベントのお知らせや報
告、受賞記事など、各部局・各部署か
らの投稿記事を中心に構成されていま
した。寄せられた原稿は基本的にすべ
て掲載し、毎号のページ数を決めずに
発行していましたが、昨今の経費縮減
により、現状の形態を維持することが
難しくなってしまいました。
そこで、INFORMATION欄・NEWS欄に
ついては、紙面ではなく、即座に告知
できて、検索やアーカイブのしやすい
ウェブサイトに発信の場を移すことに
なりました（INFORMATIONは次号よ
り、NEWSは１月号よりウェブ移行）。
今後、冊子の学内広報は特集ページを
中心とする「教職員が知っておくべき
情報」を集めた新しい媒体に生まれ変

わります。

生まれ変わります！　学内広報

リニューアル、
その目的は？

1968年、東大紛争中の教職員情報交換用資料として誕生した学内広報。以後、40年以上にわたり、教職員の情
報共有・記録媒体として発行されてきましたが、来月10月号より大幅にリニューアルされることになりました！
ここではそのリニューアルの概要とこれまでの軌跡を振り返ります。

学内広報記事区分 掲載先 投稿方法
NEWS 従来通り紙面に掲載。

（キャンパスニュースに限り、
紙面より廃止。）

◆今までと同様にメールにて投稿。
◆キャンパスニュースは、情報に応じ
て全学ウェブサイトを各担当で更新。

INFORMATION 紙面より廃止。
＜対象：学内教職員の場合＞
⇒「東大ポータル」へ
＜対象：一般の方も含む場合＞
⇒全学ウェブサイトの「Event 

Info」および「Latest News」へ

◆「東大ポータル」への投稿は「一
斉通知」の入力（現状と同じ）。
◆全学ウェブサイトへは「ニュー
ス・イベント・リクルート登録シス
テム」を使用。

訃報 従来通り紙面に掲載。 ◆今までと同様にメールにて投稿。

投稿先、変更へ！

学内広報は来月10月より一部リニューアルし、１月より全面リニュー

アルいたします。それに並行して、全学ウェブサイトの改修を進め、

今まで投稿いただいていた記事の投稿先を以下のように変更いたしま

す。ご注意ください。

特集

10月～12月号の投稿方法

１月号以降は上記のすべてのページが紙面からウェブサイトにうつります
ので、投稿はこれから制作する「新ニュース登録システム」を利用してい
ただくことになります。こちらについては追ってお知らせいたします。

学内広報の誕生とその成長を振り返ります！

１月号以降の投稿方法
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ーお問い合わせー
本部広報課（内線：22031）

designed by deema

学内広報イメージ図（画像・本文はダミーです）

1286号から表紙・
裏表紙がカラーにな
りました。

1327号でリニューアルし、表紙
が現在のような体裁になったほ
か、内容も特集・コラムなど読み
物としてのメディアになりまし
た。その後、1389号でフルカラ
ーになりました！

2010年からは緑の学内
広報でおなじみの「別冊 
・ 学内広報」も登場しは
じめました！今後は、こ
の別冊も増えていく予定
です！

1430号より、デザ
イン・内容ともに大
幅なリニューアルを
いたします！乞うご
期待！！

新しい学内広報はこうなる！

新しい学内広報は月刊で基本12ページのスリムな学内マガジン。シンプルか

つ美しいデザインに生まれ変わります。もちろん、内容も一新。従来の学内

広報は、学内の様々な出来事を主なトピックとするニュースメディアでした

が、新しい学内広報は、本学構成員ならぜひ知っておいてほしいトピック、

本学の運営方針や本学が置かれている状況をつまびらかにした重要なトピッ

クなどをお届けする、特集主体の読み物メディアとなります。入学時期の在

り方に関する問題（いわゆる秋入学問題）を含む総合的な教育改革の話など、

きわめて重要なトピックもどんどん特集していきますので、ご期待ください！

発行 しめきり
8月

9月

10月

11月

12月

1月

（10/31）1430号（10月号）配布
≪一部リニューアル≫
　20頁程度・「INFORMATION」廃止

（11/30）1431号（11月号）配布

（12/21）1433号（12月号）配布

(1月末)　1434号（1月号）配布　
≪完全リニューアル≫
　12頁・「トピックス」のタイトル
　一覧のみ掲載

(8/30)　1429号（9月号）原稿締切・
「INFORMATION」投稿受付終了

(9/28)　1430号（10月号）原稿締切

(10/31)　1431号（11月号）原稿締切
　

(11/30)　1433号（12月号）原稿締切・
　　　　 「NEWS」投稿受付終了

新しい学内広報の内容
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本部広報課TEL：03-3811-3393

kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
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Scheinのよしあし

ドイツ語にはScheinという言葉があります。例えばドイツの大学で
授業を受けるときには学期末の成績表などがなくて、その代わりに
先生から直接Scheinを貰います。授業に参加と成績の証明書です。
ほかに授業参加の記録などは残りませんので、Scheinを大事に保管
して、卒業試験などを受ける前にそれを見せて、卒業する条件に満
たしている事を証明します。だから当然ですが、学生はそれを貰う
ためにがんばって、良い成績のScheinを貰ったときには満足です。
　しかし、本来ならばあまり目指すものではありません。Scheinは

Sein（存在）の対照概念とされ、実際の存在に対して「現れる様子」
を意味します。原義から言えば、Scheinは光によって伝わるもの、
またその光を指しています。Scheinは外観で、Seinは中身です。紙
幣もScheinといいますが、それは金属として本当の価値を持ってい
る貨幣（かね）に対して「価値を見せる」だけのものだからです。
　なにかの「ふりをする」という事もzum Schein tun（Scheinのた

めにする）といいます。Scheinを目指して勉強する学生は本当の勉
強をするというより勉強のふりをしているのだと言えます。本格的
に勉強する人ももちろんScheinを貰いますが、目指すのは勉強で、
Scheinではありません。
　事実、Scheinを持てば（ほとんど）なんでも買えてしまいます。
ですから人々はScheinだけを求めて、そのScheinの裏にある本当の
価値の有無を気にしていません。例えば勉強のふりをするだけで
Scheinを貰ったら、得したと思うのです。Scheinを安く買った、と
いう「得感」です。
　しかしこれで得したことになるでしょうか。勉強のふりをするこ
とによってつぶされた時間は自分の人生の大事な時間です。ただ紙
一枚を貰うためにその人生の大事な時間を捨てたことになります。
逆に世界万物の理解と自分自信の発展をまじめに目指してきちんと
勉強すれば時間のロスは一つもない。もしかりに自分の目指してい
る事と先生の期待している事に食い違いがあって、Scheinを得られ
なくても、自分のためになったものが残って、損したとは言えませ
ん。
　Scheinを気にせず、一所懸命Seinを目指す人は結局成功するのだ、
と私は信じています。Scheinばかりを重要視している今日の世界の
中では困難かもしれませんが、東大の学生だからこそ、自信をもっ
てこの道を歩けるのではないでしょうか。    

  

Gottschewski Hermann（大学院総合文化研究科）

この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前
に広報室の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報室まで
お送りください。なお、記事についての問い合わせ及び意
見の申し入れは、本部広報課を通じて行ってください。

七徳堂鬼瓦

お詫びと訂正：ここに訂正文が入るスペースです。字数は大体120文
字くらい入る予定です。何もないことがいちばん良いのですが、訂正
する事項が発生した場合には、こちらの欄にてお知らせいたします。
何もない場合は、転載・引用に関する右記の文章が入る体裁となります。

〒113-8654　東京都文京区本郷7丁目3番1号
東京大学本部広報課TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp

淡青評論

東京大学広報室
2012年10月25日no.1417
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は～い、並んでなら
んで

　東日本大震災の
発生から２月あま

りが経ちました。

震災・津波そのも
のの惨禍にくわえ

て、福島の原子力

発電所の事故によ
る避難生活や不安

もまだ続いていま

す。被災された方
々や地域への救援

活動はなお継続さ

れなければな
りませんし、復興

を目指す国や自治
体の

計画は未だ途上に
あります。

　東京大学では「
東日本大震災に関

する救援・復興支

援室」が、その遠
野分室とともに活

動を行っています
。

また、何より大学
らしいあり方とし

て、教職員や学生

が各個人の思いを
込めて、そしてそ

れぞれの専門性を

生かしながら、自
発的な救援・復興

支援活動を展開し

ています。このよ
うな活動にあたっ

て、技術や制度の

活用、産業や社
会のあり方の模索

など、知恵と工夫
が

重ねられています
。その中で、それ

らを使いこなし、

また未来に向けて
意味あるものとす

るバックボーン
が、

「生きる。ともに
」という基本理

念であると、私は
信

じています。この
たびの大震災によ

って、私たちは、

「生きる」という
ことの意味や価値

、重さを、再認
識さ

せられました。「
生きる」という自

然な行為がいかに
大

変なことなのか、
「生きる」という

ことがどれほど
価値

あることなのか
、私たちは真剣に

考えざるをえませ
ん

でした。救援・復
興支援の活動はま

ずこの原点から出

発すべきであり、
またこのことは

、学術の世界　東
日

本大震災の発生か
ら２月あまりが経

ちました。震災・

津波そのものの惨
禍にくわえて、福

島の原子力発電所

の事故による避難
生活や不安もまだ

続いています。被

災された方々や地
域への救援活動は

なお継続されなけ

ればなりませ
んし、復興を目指

す国や自治体の計
画は

未だ途上にありま
す。

　東京大学では「
東日本大震災に関

する救援・復興支

援室」が、その遠
野分室とともに活

動を行っています
。

小さな仕事でも感謝
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うな活動にあたっ
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また未来に向けて
意味あるものとす

るバックボーン
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このコラムは一
見複雑な

国立大学法人会
計をわか

りやすくご紹介
すること

を目的とし、文
章の読み

やすさを重視し
ているた

め、ある程度恣
意的な表

現を取る場合が
あります。

あらかじめご了
承くださ

い。ご意見、ご
質問お待

ちしております！

E-mail: kessanka@ml.adm.u-tokyo.ac.jp

① 大槌サウンドス
ケープ配信

(mp3ファイルへの直
リンク)

http://mp3s.nc.u-tokyo.ac.jp/OTSUCHI_

CyberForest.mp3

② ひょうたん島ラ
イブモニタリング

（ プロジェクト紹
介webページ）

h t t p : / / c f 4 e e . n e nv. k . u - t o k y o. a c . j p /

drupal6/?q=otohama_live_j

＊②のページ内
に「①大槌サウ

ンドスケープ配信
」へのリンクが

あります。上記の
直リンクから再

生できない場合
にはこちらをお

試しください。

＊一部環境によっ
ては再生できない

こともありますあ
ります。

得意ワザ：鼻血
を出して松田優

作のマネをするこ
と。

自分の性格：超
マイペース。ファ

ンタジスタ（天然
）。

次回執筆者のご
指名：佐藤悠さ

ん

次回執筆者との
関係：泪橋FCのチームメイト

。

次回執筆者の紹
介：天は二物を

与えた！東大の妻
夫木聡。

本部財務部決算
課

（内線22126）

PC、スマートフォ
ン用コンテンツ

島 通 信

か わ べ コ
ラ ム

岩手県大槌町の
大気海洋研究所

附属国際沿岸海
洋研究センターの

すぐ目の前に、蓬
ほ う ら い

莱島という小さな島
があります。

井上ひさしの人形
劇「ひょっこりひょう

たん島」のモデルと
もされるこの島は、「

ひょうたん島」の愛
称で大槌町の人

に々親しまれてきまし
た。

ひょうたん島から隔
月で、沿岸センター

と大槌町の復興の
様子をお届けしま

す。

国際沿岸海洋研
究センター専門職

員・川辺幸一です
。2月から大槌町勤

務に戻りました。 

釜石市から提供を
受けた仮設住宅に

住み、

そこから大槌町中
央公民館内にある

復興準備室に通勤
しています。

インターネットの
先にある被災地の

日常

「ひょうたん島ライ
ブモニタリング

」

スポーツの力で日
本を元気に!

大槌発!

決算のDO
OR

数字が語る東京
大学

第21回

第76回

R i n g s  a r o u n d  t h e  U T

猪俣 祐一大学院教育学研
究科・

教育学部学生支
援チーム  係長

斎藤 馨 新領域創成科学
研究科自然環境

学専攻教授

自由への疾走  Are You Gonna Go My Way

　毎日正午、波音
に混じって「ひょ

っこ

りひょうたん
島」の時報放送が

インター

ネットから聞こえ
てきます。昨年５

月に

沿岸センターの屋
上にマイクを設置

して

始めた「大槌サウ
ンドスケープ

配信」で

す。震災により浜
から離れざるをえ

ない

大槌町の方々に原
風景である浜の自

然の

音を届けようと、
遠隔地にある森林

のラ

イブ音を拾って森
の中のようすを観

察す

るわれわれの「サ
イバーフォレ

スト研究」

を応用したもので
す。

　マイクを設置し
た当初は、被災地

から

は人が少なくなっ
ていましたの

で、波音

やカモメなど
の自然音に混じっ

て日中は

瓦礫を撤去する重
機の音だけが聞こ

えて

いました。７月の
夜にはシュレーゲ

ルア

オガエルの合唱に
驚きました。冒頭

に記

した正午と６時
、18時に毎日行われ

て

いた時報放送は８
月１日に復活しま

した。

また月命日であ
る11日の地震発生時

刻

には毎月黙祷サイ
レンが響きわたり

、胸

が締め付けられる
思いでした。そし

て、

被災から１周年
にあたる2012年３月11

日には赤浜地区で
行われたイベント

のよ

大槌町で、5月30日に「チャレン
ジデー 

2012」が開催されま
した。この「チ

ャ

レンジデー」、聞
きなれない方が

ほとん

どかと思います
が、毎年5月の最終水曜

日に世界中で実施
されている住民参

加型

のスポーツイ
ベントです。人口

規模がほ

ぼ同じ自治体同
士が対戦し、15分間以

上継続してさまざ
まな運動やスポー

ツを

した住民の「参加
率」を競い合いま

す。

うすも聞こえ、い
までは早朝に漁船

の往

来するエンジン音
が聞こえるように

なっ

ています。このよ
うに被災地に思い

をめ

ぐらせてライ
ブ音を聞いている

と、自然

の営みと復興のよ
うすが生々しく伝

わっ

てきます。

　この間に、webカメラと気象セ
ンサー

（東京大学も参
加している「Live E!」に

より開発されたデ
ジタル百葉箱です

）も

設置し、音と映像
、そして温湿度や

雨量

風向風速といった
気象データからな

る大

槌の自然環境と復
興のようすをライ

ブ配

信しながらアーカ
イブ記録する「ひ

ょう

たん島ライブモニ
タリング」システ

ムの

構築を進めてい
ます。2012年６月には

海中マイクを設置
し水中音も配信す

る予

定ですので、ご期
待ください。

　「大槌サウンド
スケープ配信」

と「ひ

ょうたん島ライブ
モニタリング

」を通じ

て、大槌の日々の
自然と復興の気配

を遠

隔地にいても感じ
ることができ

ます。今

後もライブ配信と
記録を継続し、被

災と

復興の営みをわれ
われの記憶に残し

てい

きたいと考えてい
ます。

敗れた自治体は、
相手自治体の旗を

庁舎

のメインポー
ルに1週間掲揚し相手

の健

闘を称える……と
、いうものです。

大槌

町では2005年より連続して
このイベン

トを実施してきま
した。昨年は震災

の影

響で実施を見送り
ましたが、今年は

初参

加の兵庫県神河町
と対戦しました。

結果

は、「大槌町：参
加率57.4％、神河町：

参加率51.9％」で見事に大
槌町の勝利！

第6回

安田講堂がモチーフ
のイラストも！

8

今後の学内広報のスケジュール

?

■特集（4ページ程度） 
全学的な行事や大学の運営方針に関わる話題、全学的に重要な話題などについ

て、広報課が中心に記事を作成します。全教職員必読のページを目指します。

■TOPICS（2ページ）
全学ウェブサイトに寄せられる「トピックス（旧学内広報のNEWS）」について

タイトルの一覧やハイライトを掲載し、1ヵ月の学内の動きを簡単に把握でき

るようにします。

■連載コラム（4ページ）
旧学内広報でも好評だった連載コラムページは健在。お楽しみに！

■淡青評論（1ページ）
1975年より続いている「淡青評論」は、従来通り、裏表紙に掲載します。

たとえばこんな表紙かも！？
10月号をどうぞお楽しみに！
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一一般ニュース

一般

産学連携本部

東京大学アントレプレナープラザ開
業５周年記念プログラム開催

開業５周年を迎えた東京大学アントレプレナープラザ
で 7月 26 日（木）、入居する東大発ベンチャー企業と産
学連携本部関係者が一堂に会し、進捗報告会と交流会が
行われた。同プラザは大学発ベンチャー企業支援施設と
して、㈱成信の根本信男社長の支援により 2007 年６月
に開業。全学的な大学発ベンチャー支援を行う当本部と、
㈱東京大学エッジキャピタル、㈱東京大学ＴＬＯの三者
が入居する産学連携プラザの隣接地に大学発ベンチャー
支援施設が立地することで、効果的な支援が行われてい
る。
冒頭、当本部事業化推進部の各務茂夫部長から、開業

５周年に至る経緯や、本学における起業・大学発ベン
チャー支援事例として、㈱東京大学エッジキャピタルの
第２号ファンドによる本格的な投資展開と同社支援企業
である㈱モルフォの東証マザーズ上場、東京大学アント
レプレナー道場生の起業状況、文京区との連携による
「社会起業家アクションラーニング・プログラム」等に
関する進展状況が報告された。
また、保立和夫産学連携本部長から、「新しい学術領

域の開拓と成果の社会還元は大学の使命であり、そのた
めの重要な役割を担う大学発ベンチャーに対する支援も
また重要な課題。本学の研究者、あるいは学生であった
方々が、大学のミッションのもとに社会の役に立ち、世
界を変えていく力を示されているのを目の当たりにする
ことができ、大変喜ばしく、感謝申し上げたい」との挨
拶があった。
国立大学法人化後、教育・研究だけではなく、研究成

果を広く社会に普及していくことが国立大学の本務のひ

とつとして位置づけられているが、大学発ベンチャーの
事業立ち上げ期における活動支援をはじめ、事業化へ向
けたさまざまな支援を行ってきた当本部の支援活動が実
を結び、本施設がイノベーションの核として機能してい
る事実が広く認識された。

東大発ベンチャー企業のみなさんと当本部関係者

現在入居している企業と卒業した企業から活躍ぶりが報告された

東京大学アントレプレナープラザの歩みを報告する各務部長
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一般

本部留学生・外国人研究者支援課

平成 24 年度第 1回 ｢外国人留学生
支援基金奨学生及び長島雅則奨学金
証書授与式｣ 開催される

教職員ならびに卒業生の方々からの寄附金で運用され
ている「外国人留学生支援基金」は、平成 24 年度第１
回奨学生（奨学金月額５万円／支給期間：平成 24 年４
月～平成 25 年３月）として 20 名（うち 10 名は「長島
雅則基金」による奨学生）の外国人留学生を採用し、７
月 26 日（木）に奨学生証書授与式が開催された。

謝辞を述べた王 美璇さん

式では、羽田正副学長（留学生支援基金運営委員会副
委員長）から奨学生に証書が授与され、「本奨学金は教
職員、卒業生の方々からの寄附金により支給されるもの
である。優秀な留学生の皆さんには、研究・勉学の成果
を期待している」との激励があった。
引き続き、奨学生を代表して、教育学研究科博士課程

の王 美璇さん（台湾）から、「東京大学の多くの方に支
えられて勉学に打ち込める機会を得られたことに感謝し
ます」との謝辞が述べられた。
なお、外国人留学生支援基金奨学金受給者は、前身

の外国人留学生後援会から通算して今回で 380 名となっ
た。ここに本基金の趣旨にご賛同いただいている皆様の
ご支援に対し、改めて御礼申し上げる次第である。

 

東京大学外国人留学生支援基金平成 24年度第１回奨学生一同

一般

リサーチ・アドミニストレーター推進室

科研費（初級編）“計画調書”説明
会を開催

８月１日（水）15 時から工学系研究科列品館大会議
室において、リサーチ・アドミニストレーター推進室
と工学系研究科共催による「科研費（初級編）“計画調
書”説明会～初めての科研費を確実に獲得するためのコ
ツ！！～」を開催した。
リサーチ・アドミニストレーター（URA）推進室では、
学内にURAの定着を図るため、URAの広報・周知活動、
外部資金獲得前における科学技術政策の情報収集や外部
資金の申請講習などの取組みを試行的に行っており、今
回はその一環として以前から科研費の説明会を行ってい
た工学系研究科の協力を得て、ワークショップを含む説
明会を実施した。
第１回目となる本説明会は、科研費の応募を予定して
いる工学系研究科及び情報理工学研究科の若手研究者を
対象に呼びかけ、15 名が受講した。
矢野正晴URA推進室副室長からの開会挨拶の後、工
学系研究科の野田正彦学術研究調整室副室長が「外部資
金の概要」として、研究費の特性や費目などによる違い
及びそれを踏まえた申請内容の違いやポイント、科研費
の「補助金」から「基金」への移行の際の変更点などに
ついて説明を行った。
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野田学術研究調整室副室長の説明

続いて、小山和義特任研究員（工学系研究科）が「計
画調書を書くコツ」として、申請にあたっての心構え、
留意点や記載欄毎のポイント・注意点などについて説明
を行った。

小山特任研究員の説明

その後、URAの水谷健太郎特任研究員（新領域創成
科学研究科）から「計画著書作成ワークショップ」として、
実際の計画調書を参考に「修正前」と「修正後」などを
示しながら、より良い書き方などについて説明を行った。

水谷特任研究員の説明

最後に質疑応答が行われ、過去に不採択となった申請
内容の見直し方法、研究略歴の記載方法、設備備品など
研究経費の積算の考え方などについて受講者から質問が
あり、若手研究者の研究費獲得に向けた意気込みがよく
伝わってくる説明会となった。
また、第２回は８月30日（木）に柏キャンパスで新領
域創成科学研究科の若手研究者を中心に行われた。

一般

国際本部　日本語教育センター

日本語教育センター 2012 年度夏学
期「集中日本語コース・学術日本語
コース」修了式が行われる

日本語教育センターの 2012 年度夏学期「集中日本語
コース・学術日本語コース」修了式（修了証書授与式）が、
８月３日（金）15 時 30 分から赤門総合研究棟 200 講義
室で行われた。
センターでは種々の日本語コースを開講しているが、
このうち「集中日本語コース」は、初級から中上級まで
の留学生が１学期間集中的に日本語を学ぶコース、「学
術日本語コース」は日本語で論文を書くための日本語ス
キルを身につけるコースで、この両コースについては修
了式を実施している。「集中日本語コース」は５クラス、
「学術日本語コース」は２クラスを４月に開講し、両コー
スあわせて 47 名の受講者が所定の課程を修了した。

集合写真

式には、修了生とセンター関係教職員のほか、来賓と
して、修了生の指導教員である小口高教授（新領域）、
柴田道夫教授（農）、西村亮平教授（農）も出席された。
センターの菊地康人教授から、修了生一人ひとりに修了
証書が手渡された後、全員に対して、期を通じて高い出
席率を維持し、日本語力をここまで伸ばしたことをねぎ
らう講評が述べられた。
続いて、修了生を代表して、サロズ ポウデルさん（ネ
パール、工、クラス１A）、グエン ジエウ リンさん（ベ
トナム、工、クラス３）、オウ ミ センさん（台湾、教育、
学術日本語コース）の３人から、受講によって得たもの
などを紹介する日本語によるスピーチがあり、約３ヶ月
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間の日本語のすばらしい上達ぶりが披露された。
式終了後、引き続き山上会館で懇談会が行われた。来

賓の小口教授と西村教授から留学生に向けて、日本語の
学習が留学生活を益することなどに触れた励ましのス
ピーチがあり、さらに、３人の修了生バシャ ユセフさ
ん（スペイン、情報理工、クラス１B）、リン シンイー
さん（台湾、農、クラス２）、エン イさん（中国、経済、
クラス４）からのスピーチ、クラス全員での日本の歌の
披露、教員を囲んでの写真撮影など、なごやかで愉しい
パーティーとなり、終了時間が来ても別れを惜しんで立
ち去りがたいほどの雰囲気であった。
なお、今期の修了者 47 名の所属・出身は、以下のと

おり、11 研究科等、23 の国または地域である。

■研究科等（11 研究科）
教育学研究科　　　　　　　１名
法学政治学研究科　　　　　３名
経済学研究科　　　　　　　４名
総合文化研究科　　　　　　４名
理学系研究科　　　　　　　１名
工学系研究科　　　　　　　19名
農学系研究科　　　　　　　６名
医学系研究科　　　　　　　２名
新領域創成科学研究科　　　４名
情報理工学系研究科　　　　２名
学際情報学府　　　　　　　１名

■国または地域（23 カ国・地域）
・アルジェリア　　１名　　・台湾　　　　　２名
・イタリア　　　　２名　　・中国　　　　　12名
・インド　　　　　１名　　・ドミニカ　　　１名
・インドネシア　　３名　　・ネパール　　　１名
・エジプト　　　　１名　　・ブラジル　　　１名
・オーストリア　　１名　　・フランス　　　１名
・韓国　　　　　　５名　　・ベトナム　　　２名
・ギリシャ　　　　１名　　・ポーランド　　１名
・ジンバブエ　　　１名　　・マカオ　　　　１名
・スーダン　　　　１名　　・マケドニア　　１名
・スペイン　　　　１名　　・マレーシア　　１名
・タイ　　　　　　５名

サロズ ポウデルさんによるクラス１Ａ代表スピーチ

懇談会でのクラス２の合唱

一般

本部社会連携推進課

高校生のための東京大学オープン
キャンパス 2012 開催

８月７日（火）本郷地区キャンパスにおいて、「高校
生のための東京大学オープンキャンパス 2012」が開催
され、約 7,200 名の参加者で賑わった。
当日は晴天にも恵まれ、参加者は、各学部等の模擬講
義や研究室見学等を通じて、本学の教育・研究活動を体
験した。また、現役学生による東大ガイダンス、キャン
パスツアー、女子学生コース等の企画や、総合図書館、
総合研究博物館等の見学も盛況であった。
オープンキャンパスは、高校生・受験生に大学を公
開し、本学への理解を深めてもらうためのイベントで、
2000年度より毎年開催されている。例年であれば、本郷・
駒場両地区で２日間にわたり実施していたが、今年は昨
年冬の開催に引き続き、本郷地区キャンパスにおいて１
日で実施した。

キャンパスツアーでは、構内の名所紹介のほか、現役の
学生による学生生活の話も満載で、好評であった
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女子学生コースでは、現役女子学生が授業・
サークル・就職など様々な質問に答えた

名所・三四郎池周辺を散策する参加者たち

一般

リサーチ・アドミニストレーター推進室

リサーチ・アドミニストレーター研
究会を開催

８月８日（水）16時30分から弥生講堂会議室において、
リサーチ・アドミニストレーター（URA）推進室主催
による第１回目の「リサーチ・アドミニストレーター研
究会」が農学生命科学研究科で開催された。農学生命科
学研究科の教職員、URA室室員など計 31 名が参加した。
本研究会は、URA の周知・広報活動の一環として、

実際のURA業務を事例紹介し、ディスカッションを交
えながら活動内容を周知するとともに、研究現場のニー
ズを集約することを目的として行っている。
矢野正晴 URA 推進室副室長からの開会挨拶の後、

URAの山下秀先端科学技術研究センター特任教授が「大
型プロジェクトの導入とマネジメント～あるNEDOプ
ロジェクトの場合～」として、プロジェクトの導入段階
から運営、終了後の対応までURAとしてどのようなサ
ポートをしたか説明を行った。

矢野URA推進室副室長の開会挨拶

山下先端科学技術研究センター特任教授の説明

続いて、「担当者からの苦労話」として NEDO プロ
ジェクトを例に、五井博有機系太陽電池技術研究組合
（RATO）事務局長が、研究者と事務部門との間に立ち
会計処理や検査対応、NEDO との交渉などに取り組ん
だこと、また、竹内典子先端科学技術研究センター経営
戦略室学術支援専門職員が秘密情報や知的財産の取扱、
研究成果の公表などについてNDA（秘密保持契約）を
結んで管理・運営に取り組んだことについて説明を行っ
た。
その後、フリーディスカッションが行われ、支援す
るプロジェクトと URA の専門分野の関係や諸外国の
URAの状況などについての質問や、「外部資金プロジェ
クトの規模や内容の違いにより支援の在り方が違うので
整理が必要」、「外部資金を獲得する前段階からURAが
関与するために支援組織としての整備やトレーニングが
必要」など貴重な意見が挙がり、充実した研究会となっ
た。
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フリーディスカッションの様子

一般

総括プロジェクト機構

航空イノベーションフォーラム
「YS-11 初飛行 50 年～日本の航空
技術・産業の今と未来～」開催報告

８月 22 日（水）、伊藤国際学術研究センター伊藤謝恩
ホールにおいて、航空イノベーション総括寄附講座（以
下 CAIR）、航空イノベーション研究会主催、日本航空
宇宙工業会後援により、航空イノベーションフォーラム
「YS-11 初飛行 50 年～日本の航空技術・産業の今と未来
～」が開催された。50 年前の８月に戦後初の国産旅客
機であるYS-11 が初飛行し、現在、YS-11 以来の国産旅
客機「三菱リージョナルジェット」MRJ が初飛行をめ
ざし開発が急ピッチで進められている。高度な技術を集
積し、国際的なサービスを展開する航空機産業は、わが
国製造業の牽引役としての期待が高い。航空機産業は航
空輸送量の世界的な増大に支えられる成長産業であり、
YS-11 からMRJ へと受け継がれる我が国の航空技術・
産業の今後の 50 年を展望することを目的に、本フォー
ラムは開催された。当日は、300 名を超える参加があっ
た。
冒頭、保立和夫産学連携本部長（工学系研究科教授）

より、開会挨拶がなされ、YS-11 の最初の構想は本学の
駒場Ⅱキャンパス内に設置された（財）航空機設計研究
協会によって開始されたことなどの紹介があり、現在、
航空分野の更なる飛躍に向け、産学官の連携による「東
京大学航空イノベーション研究会」を設立、更に、その
後に、三菱重工業（株）の賛同を得て総長室総括委員会
の下に「航空イノベーション総括寄付講座」が設置され、
本フォーラムが企画されたことなどが説明された。
CAIR の岡野まさ子特任准教授の司会により、フォー

ラムは進行し、最初にCAIR代表である鈴木真二教授（工
学系研究科）より、東大における航空分野での教育研究
の歴史的変遷が、本フォーラムとの連携で公開された本
学ホームページTodai Research 記事「日本の知、空を
翔（かけ）る～東京大大学が拓く航空工学」に基づき紹
介され、YS-11 以後 50 年間の、航空技術・産業動向と

今後の展望、および国内各地で湧き起っている航空宇宙
産業参入の動きが紹介された。続いて、三菱航空機株
式会社 川井昭陽副社長より、日本初のジェット旅客機
MRJ の特長と開発状況が、そして、東レ株式会社 須賀
康雄常任理事より、航空機の主要構造部材に使用される
に至った新素材、炭素繊維複合材料の開発の経緯と今後
の展望が発表された。
午後は、YS-11 を開発した日本航空機製造株式会社で
営業を担当した、株式会社島津製作所 矢嶋英敏相談役
（元社長）から、航空機ビジネスの経験と教訓に基づき、
今後の航空機ビジネスへの助言が披露された。航空機製
造は、機体はもちろん、各種装備品も付加価値が高い成
長産業であり、住友精密工業株式会社 田岡良夫専務取
締役から、航空機の脚システムを中心とした同社の世界
市場への参入の経緯が紹介され、M&Aを繰り返し巨大
化する世界の航空機産業と競争する上での課題が指摘さ
れた。こうした発表を踏まえ、経済産業省製造産業局航
空機武器宇宙産業課の伊藤慎介課長補佐からは、他産業
における日本の国際的な地位急落の要因分析から、日本
の航空機産業に対する４つの課題が投げかけられた。そ
れは、１）ダイナミックな世界の産業構造変化にどのよ
うに対応するのか、２）航空製造、運航の世界的なシス
テム化にどう向き合うのか、３）炭素繊維の大幅導入に
対して日本の優位性を如何に維持するか、４）LCC（Low 
Cost Carrier）の台頭による航空機の多量製造に対応で
きる低コスト化にどう向き合うか、である。国土交通省
航空局安全部航空機安全課 小西隆太郎課長補佐からは、
航空機の整備事業に関する制度の概要が説明された。航
空機は製造国政府が製造機の安全を審査し、さらに運航
する国が安全を管理する国際的な取り決めがあり、国家
間の相互認証を今後推進することの重要性が確認され
た。
最後は、日本航空宇宙工業会 柳田晃技術部長のコー
ディネートにより、宇宙航空研究開発機構から岩堀豊複
合材料研究センター長、張替正敏DREAMSプロジェク
トマネージャー、西澤敏雄ジェットエンジン技術研究セ
ンター長、本学より李家賢一、鈴木真二両教授（工学系
研究科）がパネラーとなり、「航空技術の 50 年後に向け
たロードマップ」をテーマに会場を交えて議論された。
日本の高度な技術を活かすためにも、航空機産業の拡大
が求められ、そのためには、工学の教育・研究のみならず、
経営戦略、国際政策交渉に向けた人材育成が重要である
ことが指摘された。また、鈴木教授から、学問分野、産
学官、国家の壁を越えた教育体系の構築が東大で始まり、
航空イノベーション研究会により「現代航空論～技術か
ら産業・政策まで」と題する教科書がまとめられ発刊予
定であることが紹介された。最後に、鈴木教授から、今
後も総合大学としての東京大学の強みを生かした研究・
教育活動及び情報発信を通じて航空の発展に貢献してい
きたいとの挨拶があり、閉会となった。
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保立産学連携本部長による開会挨拶

JAXA・東大の研究者によるパネルディスカッション

部部局
ニュース

部局

大学院工学系研究科・工学部

第３回ご父母のためのオープンキャ
ンパスを開催

７月 14 日（土）13 時より、第３回ご父母のためのオー
プンキャンパスを実施した。
今回も前回同様、工学系研究科・工学部の紹介および

研究室見学が行われた。紹介では、工学系研究科・工学
部の国際的な位置づけと、「博士」の人材育成の内容が
主に説明された。研究室見学では工学系研究科・工学部
ほぼ全ての専攻・学科の見学が実施された。保護者の皆
様は、原田昇研究科長、光石衛学術調整室長の話を大変
熱心に聴講され、質疑応答も盛んであった。さらに見学
先では、研究に対する技術的な質問などもあり、研究の
紹介をした説明員との会話を楽しんでいる様子だった。
とても暑い日であったが、1,117 人と多数の保護者に参
加頂けたことからも、保護者の東京大学の教育・研究に
対する関心の高さを窺うことができた。

アンケートは 68％の保護者から回答を頂いた。参加
して頂いた保護者の多くの皆様に博士に関心をお持ち頂
き、この催しに対する満足度も高いという集計結果が得
られた。また、原田研究科長の工学系研究科・工学部紹
介の説明が大変興味深かったなどの意見も頂くなど、お
おむね好評であった。
本イベントは、工学系研究科・工学部に所属する学生
の保護者の皆様に案内を出し、ホームページにて申込受
付を行った。申し込み開始時から非常に多くの参加希望
者が殺到し、800 名の枠がすぐ埋まってしまった。そこ
で急遽、研究室見学無しで講演のみ参加の回を設けたと
ころ、そこにも 600 名を超える申し込みがあった。

本イベントでは約 50 名の学生の協力を得て、引率や
受付を円滑に行うことができました。関係者の多大なる
ご協力に感謝致します。

工学系研究科・工学部紹介を行う原田研究科長

工学系研究科・工学部の教育への取組み、
特に博士課程人材育成を説明する光石学術調整室長
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講演に聴き入る保護者

部局

大学院農学生命科学研究科・農学部

附属牧場にて親子ふれあい教室開催
される

８月２日（木）農学生命科学研究科附属牧場にて、笠
間市在住の小学生とその保護者を対象とした親子ふれあ
い教室が、笠間市との共催で開催された。今回の親子ふ
れあい教室は、初めての試みだったが、午前・午後の２
回に、合わせて 18 組 44 人の親子が参加し地元住民の関
心の高さを物語る催しとなった。
当日は真夏の炎天下のもと、牧場案内、体験乗馬の後、

バターづくり体験、牛乳試飲が行われた。
特に、牧場案内では生まれたばかりの仔ヤギに、体験

乗馬では初めての馬上からの風景に、それぞれ子どもた
ちから歓声があがった。また、牧場で搾った牛乳を使用
したバターづくりでは、なかなか固まらないバターに悪
戦苦闘しながらも、親子で笑顔で取り組む姿が見られた。
附属牧場では、来年も同様親子ふれあい教室を行う予

定である。また、11 月 10 日（土）には一般公開デーを
予定している。

体験乗馬風景

バターづくりに挑戦

部局

大学院工学系研究科・工学部

テキサス大学MDアンダーソンがんセン
ターでの 1st Joint Symposium 「Bridging 
Cancer Nanotechnology」開催の報告

８月 13 日（月）と 14 日（火）の２日間にわたってテ
キサス大学MDアンダーソンがんセンター（UTMDACC:
米国テキサス州ヒューストン）において、標記のシンポ
ジウムが開かれた。本シンポジウムは東京大学学術振興
会先端研究拠点事業「ナノバイオ国際共同研究教育拠点」
と UTMDACC が主催したもので、グロバール COE プ
ログラム「医療システムイノベーション（CMSI）」、及
び最先端研究開発支援「ナノバイオテクノロジーが先導
する診断・治療イノベーション（ナノバイオ・ファース
ト）」が共催した。工学系の他に医学系、薬学系の教員
と大学院生 27 名が参加し、UTMDACC からは Oliver 
Bogler 上級副学長（学術担当）をはじめ、多くの参加
者を得て合計参加者は 100 人を超え、活発な議論が繰り
広げられた。
 

ヒューストン市内のテキサスメディカルセンターの
建物の多くがUTMDACCに所属している

UTMDACC は、がんの治療と診断において顕著な業
績を上げており、US News が行っている調査で、アメ
リカにおけるがんの専門病院として過去 10 年以上第一
位にランクされている。UTMDACC のスタッフには
「Making Cancer History」を合い言葉に、がんの予防、
診断、治療を改善する強い使命が共有されている。大
学院も併設されており、CMSI では過去４年間にわたっ
て国際交流プログラムのパートナーとして、サマーイン

11No.1429   2012. 9. 24



ターンシップに参加する大学院生の派遣と受け入れを
行ってきた。東大の大学院生のときに２ヶ月のサマーイ
ンターンを経験した後、学位取得後にUTMDACC の同
じ研究室に博士研究員となって留学している研究者も何
人かいる。

講演中の宮園浩平医学系研究科長

ナノテクノロジー、バイオテクノロジー及び関連領域
における最先端を追究している本学とUTMDACC との
連携による相乗効果は高く、CMSI の後継プログラムに
よる交流は双方にとって重要なものとなろう。

シンポジウム二日目の様子。今後共同研究を
発展させる可能性を探る質疑が活発に行われた
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designed by deema

図１：水産物にストーリー性を付加した高付加価値化
モデルを提案

図２：漁業関係者との打ち合わせの様子

ープロジェクトに関する問い合わせー
農学生命科学研究科　教授　黒倉　寿
akrkrh@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp
構成：本部広報課（内線：82032）

として利益の最大化を図るわけだから、
誰も文句は言わないでしょう。
また、「魚離れ」とよく言われますが、
日本人は相変わらず魚が好きですよね。
この分析はきちんとしけなればいけま
せん。魚だけでなく、牛肉の消費量も減
っていることを考えれば、「魚離れ」で
はなく、不景気による所得の低下が消費
量低下の原因だと思っています。電子商
取引によって価格が低下すれば水産物
の消費は増えるでしょう。さらに、スー
パーで魚を買う人と専門店で買う人へ
のアンケート調査から見えてくるのは、
消費者はスーパーと専門店を使い分け
ているということ。双方の利点をまとめ
ると、鮮度がよい、小分けで買いやすい、
ある程度調理してありゴミが出ない、産
地や味・品質の情報がある、自分のペー
スで買えて利便性が高い、といったこと
が水産物に求められていることがわか
ります。さらに、「水産物の安全性に対
する不安」を拭うことも不可欠です。電
子商取引であれば、これらすべてを満た
すことが可能です。
広報課　高齢者の多い漁業でこの新し
い取組みは根付くのでしょうか？ 
黒倉　先日、大槌町の漁業関係者と話を
してきました（図２）。漁業の再建で町
全体を活性化しようという意気込みを
感じました。先日採択されたJST以外に
も、このプロジェクトは産学連携で進め
なければいけないので、経済産業省のプ
ログラムにも申請をしています。大槌町
と東大は復興に向けた連携協力の協定
を結んで全学的に支援をしていく体制
ができていますが、このプロジェクトに
ついても、全学機構の海洋アライアンス
を基盤に分野を横断して取組んでいき
ます。
北海道南西沖地震（1993年）から20年
たった被災地の現状が知りたくて、こ
の夏は奥尻へ行き調査をしてきました。
話を聞くと、震災から５年～10年は確
かに復興特需とも言えるものがあり、
多大な費用が投入されたことにより世

広報課　被災地の漁業が抱える問題は
何でしょう？
黒倉　よく言われる問題として５つほ
ど挙げられますが、「水産物流通の複雑
性・非効率性」「魚離れ」「人口減少・
高齢化」といった問題は、被災地に限
らず全国的な問題ととらえています。
また「水産物の安全性に対する不安」と
いう問題も、確かに放射性物質に関して
は被災地の水産物の問題ですが、“食の
安心”という問題は放射性物質に限らな
いわけで、これは全国的な継続的な課
題なのです。一方で、「失われたニッチ」
という被災地に限定した問題がありま
す。震災後、国内全体の漁業の供給量は
変化していません。つまり、東北だけが
減って、被災地以外での取引がその分増
えて、従来のシステムの中で新しいバラ
ンスができている状況です。一度奪われ
た市場を取り戻すのは難しい。ならば、
「電子商取引」を導入して新しい別の市
場を作ってしまおう、という発想です。
その時に、他の問題も一緒に解決して、
日本の漁業全体が活性化するようなモ
デルを大槌町で作ろうと思っています。
広報課　大槌町を手始めにやろうとし
ていることを教えて下さい。
黒倉　大槌町は高齢化と過疎化が進み、
一次産業人口も著しく減少している典
型的な地域です。そして震災による津波
で漁業は壊滅的な被害を受けました。そ
のあおりで旧大槌漁協が今年1月に経営
破たんしたほどです。しかし、大槌町は
漁業の町として復興したいと思ってお
り、新たに漁協も作り再建を目指してい
ます。そんな大槌町の漁業復興に「電子
商取引」を導入することは大きなメリッ
トがあります（図１）。
まず、電子商取引によって新たなニッチ
を作ります。そして、電子商取引システ
ムの構築によって、新しい水産物流通シ
ステムが出来上がります。これにより、
「複雑な流通経路のために青果物と比べ
て生産者受取価格の割合が低い」という
水産物特有の問題も解決できます。全体

東日本大震災、それに伴う原発事故という未曽有の大災害の発生以降、東京大学では様々な形で復興支援を行っています。また、総長メッセージ「生きる。ともに」
に表されているように、先の長い復興に向けて、東大は被災地に寄り添って活動を行っていく覚悟でいます。この連載では、救援・復興支援室に登録されて
いるプロジェクトの中から、復興に向けて持続的・精力的に展開している活動の様子を順次紹介していきます。

プロジェクトで復興を支援する

再生のアカデミズム《実践編》#07

プロジェクト名：　三陸水産業・漁村・漁港復興に向けた産学官連携支援プロジェクト

被災した東北の沿岸部は津波により甚大な被害を受け、基幹産業である漁業は大きな打撃を受けました。さらに放射能汚
染により水産物の安全性に対する不安も大きくなっており、被災地の漁業は二重の苦難を受けています。しかし、黒倉寿
教授（農学生命科学研究科）は、被災地の漁業が抱える問題の多くは日本の漁業全体に共通する問題だと指摘します。「電
子商取引」をキーに復興支援に着手した黒倉教授にお話を伺いました。

帯数も増えたそうです。東日本の復興も
この５年が勝負でしょう。その間に地域
にしっかり根付くものを作り上げなけれ
ばいけません。
私が考えるのは、高齢者にとって楽しい
漁業です。楽しければ継続できます。「電
子商取引」は一見、高齢者の漁業関係者
には縁遠く感じるかもしれませんが、小
規模でできて、体に負担がかからないの
で、高齢者向きなのです。さらに顧客と
直接のつながりができて、漁業がやりが
いのある楽しい仕事に変わるでしょう。
こうしたシステムは、過疎化の中で地域
間の交流を深めることにも活用できると
思います。「漁業が変われば、空気が変
わる！」ここから日本の漁業を変えたい
と思っています。
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岩手県大槌町の大気海洋研究所附属国際沿岸海洋研究センターのすぐ目の前に、蓬莱（ほうらい）島という小さな島
があります。井上ひさしの人形劇「ひょっこりひょうたん島」のモデルともされるこの島は、「ひょうたん島」の愛称
で大槌町の人々に親しまれてきました。ひょうたん島から、大槌町の復興、そして地域とともに復旧に向けて歩む沿
岸センターの様子をお届けします。

designed by deema

大槌発！ 第9回

中井 祐（工学系研究科社会基盤学専攻教授）柏崎さんの屋台のこと
　復興計画の支援で大槌に通いはじめて１年
半、その間大槌の人たちとのさまざまな忘れ
がたい出会いがあります。なかでも、柏崎浩
美さん、美香子さんご夫妻は、それをきっか
けに大槌への思い入れが深まったという意味
で、わたしにとって特別です。
　店を津波で失った柏崎さんは、昨年７月、
あたり一面がれきだらけの小鎚神社の門前
に、バラックの木造屋台で「居酒屋ドン」を
開店しました。わたしは、助教の尾崎信君を
中心とする研究室の仲間、そして日頃懇意に
しているデザイナー南雲勝志さんとともに、
屋台のデザインと製作の面から支援しまし
た。はじめて柏崎さん夫妻と出会ってから屋
台開店までのおおよそ1ヶ月半の経緯は省き
ますが、わたしたちが大切にしたのは、補助
金や寄付に頼らず（つまり資金ゼロ）、人の
つながりだけで、結（ゆい）の精神で実現する、
ということです。周囲の人がすこしずつ協力
や手間を無償で提供するかわりに、柏崎さん
は、町の人たちが集まり語らい、わずかでも
慰められる場所と時間を提供するのです。
　しかしこれこそ「言うは易し」の典型で、
敷地を借りる交渉、材料の調達、製作場所や
大工さんの確保、地面に敷く砂利の調達と整
地、屋台の設計など、クリアすべき課題は山
積でした。しかも、まだ被災の痕跡なまなま

しい極限的な状況下ですから、いま思えばわ
ずか１ヶ月でよくぞ開店にこぎつけたもので
す。柏崎さんの人徳と大槌の共同体風土の賜
物でしょう。壁にぶつかったときになぜか手
をさしのべる人がでてくる（そのさしのべか
たが一見ぶっきらぼうなのが、とても大槌ら
しいのです）。ほかの町で同じことを試みて
も、そううまくはいかないはずです。ですか
ら、がれきだらけの暗闇の廃墟にぽつんと浮
かび上がった居酒屋ドンの赤提灯は、大槌の
人と風土の底力の一端を示していました。わ
たし自身、大槌の復興はかならず成る、と確
信した瞬間でした。
　津波は、人間が生き抜くうえできわめてシ
ビアな局面をもたらしました。こういう局面
では、美しさや汚さ、強さや弱さといった人
間のなまの性質が、すくなからずさらけ出さ

Raised on Radio

国際沿岸海洋研究センター専門職員・川辺幸一です。大槌町にある沿岸センターで震災に遭いました。今は、
釜石市から提供を受けた仮設住宅に住み、そこから大槌町中央公民館内にある復興準備室に通勤しています。

制作：大気海洋研究所広報室（内線：66430）

車で大槌町に来られる機会があるときには、カ
ーラジオの周波数をFM77.6MHzにあわせてみて
ください。
2012年3月31日、臨時災害FM放送局として「お
おつちさいがいエフエム」が開局しました。こ
のFM局は、町から委託を受けた地元のNPO法人
「まちづくり・ぐるっとおおつち」さんが運営
しており、町民の方々がスタッフとして活動さ
れています。
スタジオは「ひょうたん島通信」第2回でも紹
介した「シーサイドタウン マスト」の一角に
あり、番組内容は「町民の声を伝える」をコン
セプトとして復興計画や生活支援の情報、申請
手続きといった各種行政情報などのほか、音楽

やインタビューなどで構成されています。7月
30日には沿岸センター長の大竹二雄教授も出演
し、当センターの活動状況を紹介させていただ
きました。
このコラム同様、被災地の声や様子を発信しつ
づけることが被災地支援の一貫となることに間
違いはありません。その役割を担うこのFM局の
存在は、今後ますます重要になってくると思い
ます。
町外避難者等への情報提供のために、Ustream
やサイマルラジオでの配信も開始されていま
す。皆様もこのラジオを通じ、町の様子や町民
の声を直接お聞きになってみてはいかがでしょ
うか。

【左】居酒屋ドン開
店の日の柏崎浩美さ
んと美香子さん【右】
大槌美女３人を囲ん
で（中央が美香子さ
ん）。後列は左から、
すでにできあがって
いる、助教の尾崎信
君、南雲勝志さん、
筆者。

れる。しかし、そのなまの人間の芯の部分と
いうのは、本来的に、情とか優しさだとかそ
ういうものでできているのではないか。がれ
きの廃墟を照らした赤提灯、その下で自分た
ちはなにごともなかったかのように笑顔で酒
と料理をふるまう柏崎さんご夫妻の姿を眺め
ながら、そんな気持ちになったことを思い出
します。
　11月、柏崎さんは屋台を大槌北小学校の仮
設商店街に移して「屋台居酒屋みかドン」と
して再出発、屋台は３ヶ月で役割を終えまし
た。何年後か、町が復興を果たして自分たち
の日常を無事とりもどしたあと、あの再起の
原点となった赤提灯の風景を思いながら、柏
崎さんご夫妻と酒を酌み交わす、その日が待
ち遠しくてなりません。
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国際エネルギー機
関等の国際機関も
参加し、アジア十
数カ国から 200 名
以上が出席した。
本センターからは、
芳川特任教授、坂
田一郎教授、佐々
木一特任研究員、
山口健介公共政策
大学院特任研究員
などが出席し、活
動成果の最終報告を行うとともに、東ア
ジア諸国におけるエネルギー動向に関す
る議論を行い、つながりを深めた。
　同会議は、EAS におけるエネルギー効
率化の全体像、国際機関や民間部門の役
割、東アジアにおける再生可能エネル
ギー、および本学が担当したセッション
の４セッションで構成された。
　本学が担当した、第 3 セッションの
Energy Efficiency and the future Energy 
Mix in ASEAN では、坂田教授によるラオ
スにおけるエネルギーロードマッププロ
ジェクトの報告と政策提言を受け、ラオ
ス国エネルギー鉱物省より、エネルギー
政策と電力開発、エネルギー効率化につ

いての議論と提案がなされた。タイ電力
局 EGAT からは、タイから見たラオスの発
電について、ミャンマー電力省からは、
ミャンマーの農村電化について現状と課
題が提示された。以上の視点を踏まえて
包括的に議論し、今後の方向性について
も示唆がなされた。
　最後に ERIA の西村事務総長より、本会
議の成果は今年 9 月に実施される東アジ
アエネルギー大臣会合および、ASEAN サ
ミットで報告されることが伝えられた。
東アジア諸国全体を見据え長期的な協調
に基づくエネルギー効率化を実現してい
くため、今後とも継続的に協力をしてい
きたいと考えている。

http://pari.u-tokyo.ac.jp

36vol. Policy + alt
ポリシーアルト

このページでは、政策ビジョン研究センターが現在最も重要視しているトピックスを中心に、そのときどきのホットニュースをお届けします。

東アジア首脳会合における会議報告

エネルギー供給側の
効率化に焦点
　政策ビジョン研究センターは、東アジ
ア ASEAN 経済研究センター (ERIA、本部
ジャカルタ ) より、エネルギー効率化ロー
ドマップ・プロジェクトの依頼を受け、
2010 年 11 月より調査・研究活動を進め
ている。本プロジェクトの目的は東アジ
ア諸国、特にラオスの発展に資するべく、
エネルギー技術の経済的及び社会的影響
を考慮したエネルギー高度化のロード
マップを提案することだ。ラオスを含む
発展途上国においては、需要側よりも供
給側の効率化のほうが比較的制御が容易
であると判断し、エネルギー供給側の効
率化に焦点を当てることにした。
　東アジア首脳会合の枠組みの下で、7 月
30日から 8月 1日の間、第 2回エネルギー
効率化会議が実施された。東アジアのエ
ネルギー効率化の問題について、政策へ
の理解を深め、各国の知識や経験を共有
し、将来の可能性を議論する機会を提供
するために、政策担当者、学者、エネルギー
や経済開発の専門家、民間企業が領域を
超えて集まった。ERIA、アジア開発銀行、

芳川 恒志 特任教授

　7 月 12 日、第 3 回エネルギー政策ラウン
ドテーブルが開催された。カリフォルニア大
学サンディエゴ校 Ulrike Schaede 教授が「米
国から見た日本のエネルギー政策」について
基調講演を行い、その後パネルディスカッショ
ンを行った。ポイントは以下のとおり。
　日本の産業界はもともと諸外国に比べて割
高な電気料金を負担してきた。福島原子力発
電所事故以降電力価格が上昇し安定供給にも
不安があり、このままだと国外に出ていくと
いう判断を行う企業も出てくる。将来に向け
た日本の経済構造や産業構造のあり方等を見
据えた上で、それを支える将来のエネルギー
需給の姿を明らかにしなければならない。
　短期的には、エネルギー需給は「綱渡り」
的状況にある。財政赤字が拡大する中で燃料
輸入が増加し経常収支の黒字も減少した。こ

のような事態が続けば、日本経済や円への信
認が損なわれ、結果として複合危機を招く危
険すら否定できないとの危機感も表明された。
また、東日本大震災の経験を踏まえれば、原
子力に限らずあらゆるリスクにしっかり向き
合い、準備を行うべきである。自然災害に対
する脆弱性、地政学的緊張など国際環境の変
化等に対し今から直ちにその準備を開始すべ
きである。この準備には、制度改革や政策手
法の見直し、技術開発など幅広い分野での対
応を含む。
　原子力への依存を低減させるとすれば、中
長期的には、再生可能エネルギーと省エネル
ギーの 2 つが重要になる。前者については、
固定価格買い取り制度がスタートし、電源と
して拡大する環境が整いつつある。しかし、
原子力を代替するような役割を果たすために
は、電力会社間の連係の強化、需要家のエネ
ルギー市場への一層の参加を促すような電力
グリッドのスマート化や蓄エネルギーに関す

る技術開発、相応のインフラの整備と電力制
度改革等が必要だ。省エネについては、電力
供給力不足に伴う節電要請は、既に効率的な
日本の産業活動に大きな影響を及ぼす。やや
過重とも思われる負担を省エネに担わせてい
ることも事実であり、現実の投資計画を検証
するなど実行可能性の検討をしっかり確認す
べきとの指摘もあった。
　技術の果たす役割、グローバルに活躍でき
るエネルギー企業の育成も重要であるとの指
摘もあった。水素等を活用した蓄エネルギー、
スマートグリッドや CCS( 二酸化炭素貯留 ) の
重要性が強調された。企業が技術力を持って
世界を舞台に活動するためには、グローバル
な情報収集と活用の能力も重要であり、国内
において制度改革等による環境整備も重要と
の指摘もあった。また、原子力について、国
家の外交や安全保障上の観点から、原子力技
術を維持すること、技術の現場を国内に持っ
ておくことの重要性が指摘された。

本学メンバーは第 2回エネルギー効率化会議への招待を受け、研究報告を行った。
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シンポ
ジウム・講演会

シンポジウム・講演会

生物生産工学研究センター

シンポジウム開催のお知らせ

　生物生産工学研究センターでは、下記の要領でシンポ
ジウム「植物機能のバイオテクノロジー」を開催いたし
ます。多くの皆様のご参加をお待ちしております。

日時：11 月５日（月）13：00 ～ 18：00
　　　（18：00 より懇談会）
場所：弥生講堂一条ホール（講演）
　　　弥生講堂アネックスセイホクギャラリー（懇談会）

講演内容：
13：00　開会の辞　五十嵐 泰夫
　　　　（本学生物生産工学研究センター長）
13：05　挨拶　長澤 寛道
　　　　（本学大学院農学生命科学研究科長）
13：10　 横田 明穂（奈良先端科学技術大学院大学バイ

オサイエンス研究科）
　　　　「植物機能の多面的高度利用」
13：40　栁澤 修一（本学生物生産工学研究センター）
　　　　「植物転写因子を用いた植物機能の強化」
14：10　休憩
14：20　福澤 秀哉（京都大学大学院生命科学研究科）
　　　　 「微細藻類における CO2 濃縮機構と代謝工学の

可能性」
14：50　 川合 真紀（埼玉大学大学院理工学研究科／埼玉

大学環境科学研究センター）
　　　　「植物ストレス誘導性細胞死研究の新展開」

15：20　休憩
15：40　土岐 精一（農業生物資源研究所）
　　　　「偶然から必然へ　- 植物における標的遺伝子改
　　　　変技術の開発 -」
16：10　瀬尾 光範
　　　　（理化学研究所 植物科学研究センター）
　　　　 「受容体複合体再構築系を用いた植物ホルモン

輸送体の同定」
16：40　休憩
16：50　馳澤 盛一郎
　　　　（本学大学院新領域創成科学研究科）
　　　　 「植物細胞生物学における画像解析のアプロー

チ」
17：20　田中 良和
　　　　（サントリービジネスエキスパート株式会社）
　　　　「遺伝子組換え花き植物の開発と商業化」
17：50　閉会の辞　五十嵐 泰夫
　　　　（本学生物生産工学研究センター長）

参加申込：不要　　
参加費：無料
懇談会会費：2,000 円（当日申し受けます）
主催：東京大学生物生産工学研究センター
照会・連絡先
東京大学生物生産工学研究センター　栁澤　修一
E-mail: asyanagi@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp
http: //park.itc.u-tokyo.ac.jp/biotec-res-ctr/

お知らせ
お知らせ

低温センター

低温センター安全講習会（高圧ガス保安法に
基づく保安教育）のお知らせ

　液体窒素・液体ヘリウム利用者を対象とした講習会を
開催します。主な対象者は、本郷キャンパスで新たに寒
剤（液体窒素・液体ヘリウム）を利用する学生及び教職
員です。各研究室の該当者は必ず出席するようにお願い
いたします。

【内容】液体寒剤の性質／高圧ガスの安全な取り扱い（液
体寒剤・ガスボンベ）／高圧ガス保安法と本学での高圧
ガス等の管理について　他

【申込方法】事前申し込み（web）が必要です
http://kanzai.crc.u-tokyo.ac.jp/kosyu/

【申込期間】９月３日（月）～ 10 月 18 日（木）
【開催日時】10 月 23 日（火）15：00 ～ 16：30
【場所】理学部１号館　小柴ホール（定員 170 名）
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【問い合わせ先】
低温センター　液化供給部門　内線 22853

お知らせ

大学院農学生命科学研究科・農学部

演習林の広報誌「科学の森ニュース No.59」
の発行

　「科学の森ニュース」は３ヶ月に１回発行している演
習林の広報誌で、９月10日（月）にNo.59を発行しました。
演習林の最近の話題を始め、動植物を紹介するシリーズ
やコラムも載っています。広報センター、農正門、農学
生命科学図書館、弥生講堂等で配布している他、演習林
のホームページからもご覧になれます。

～ 科学の森ニュース No.59 目次 ～
〈トピックス〉
「癒しの森」をイメージ　パネル式看板お披露目会

富士癒しの森研究所
高校生と考える森林の持続可能な未来

北海道演習林
夏休み恒例「高校生のための森と海のゼミナール」を実
施しました

千葉演習林
生態水文学研究所創立 90 周年記念シンポジウム

生態水文学研究所
〈クローズアップ〉
東大サステイナブルキャンパスプロジェクト（TSCP）

東京大学 TSCP 室
〈演習林のイベントダイジェスト〉
〈科学の森の動植物紹介〉
クヌギ　　　　　　　　　　　　　　　　　田無演習林
〈コラム〉
特別天然記念物オオサンショウウオを守る

生態水文学研究所　岩井紀子

演習林のホームページ
http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/

お知らせ

環境安全本部、本部労務・勤務環境課

2012 年度　東京大学メンタルヘルスセミナー
ストレスに強い「私」をつくる３つのワーク
ショップまもなく開催！

　毎年、環境安全本部産業医は、本部労務・勤務環境課
と共催で全教職員に対しストレス耐性を高めるセミナー
を行っており、今年もセミナーを開催いたします。自ら
考え、手を動かし、参加者同士が共有することで学びを
深めるワークショップ形式です。
　勤務場所や業務時間の関係で受講可能な日時がない場
合も、ご希望をいただければ、とりまとめて追加開催を
検討いたします。まずは受講希望をご連絡ください。

■対象：東京大学教職員（有期雇用教職員含む）
■受講についての注意事項
　・基礎編・応用編Ａ・Ｂは連続した内容ですが、いず
　　れかの受講も可能です。
　・原則として勤務地に近い会場でお受けください。
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■申込方法
　Web 申込（環境安全本部 HP →産業医 HP Top）
 　http://webform.adm.u-tokyo.ac.jp/Forms/2012mhs/
■問い合わせ先
　【申込後の変更等】
　本部労務・勤務環境課 （内線）22174/22068
　【講義内容等について】
　産業衛生室　（内線）28429
　E-mail: sangyoui-offi  ce@umin.org
　＜主催＞ 環境安全本部　産業医、本部労務・勤務環境

課
　＜協力＞ 大学院医学系研究科 健康科学・看護学専攻 

精神保健学分野

■研修概要　
定員：各回 30 名程度（先着順）
締切：各回　７日前　17 時まで

基礎編：「私」を知り、コミュニケーション力の向上に
つなげよう
　●　私のストレスへの気付きと対処
　●　私の心の“色眼鏡”への気付き
キャンパス 研修日 会場

本郷 10/ 3 （水）14：30 － 16：30 ①
本郷 10/12（金） 9 ：30 － 11：30 ②
駒場 10/ 5 （金） 9 ：30 － 11：30 ④
柏 10/ 1 （月）14：30 － 16：30 ⑤

応用編Ａ：コミュニケーション力を磨き、仕事に生かそ
う
　●　上手な仕事の頼み方と断り方（調整法）
　●　職場ですぐできる、リラクセーション法（簡易版）
キャンパス 研修日 会場

本郷 10/15（月）14：30 － 16：30 ②
本郷 10/25（木）14：30 － 16：30 ③
駒場 10/22（月）14：30 － 16：30 ④
柏 10/23（火）14：30 － 16：30 ⑤

応用編Ｂ：心と体の柔軟性を高め、いきいき仕事をしよ
う
　●　上手な問題解決法（優先順位づけ）
　●　職場ですぐできる、リラクセーション法（詳細版）
キャンパス 研修日 会場

本郷 10/31（水）14：30 － 16：30 ③
駒場 11/ 7 （水）14：30 － 16：30 ④
柏 11/ 2 （金）14：30 － 16：30 ⑤

会場 会場詳細
① 東洋文化研究所 3 階会議室 303
② 総合図書館 3 階大会議室
③ 工学部 2 号館 3 階　電気系会議室 1A（33A）

④ 教養学部 18 号館 4 階 コラボレーションルー
ム 3 

⑤ 物性研究所 6 階セミナー室 612

お知らせ

本部情報基盤課

「文献管理ツール・クローズアップデー」など
“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知
らせ

　講習会に参加して、文献の探し方・文献管理方法をマ
スターしましょう！
　情報基盤課学術情報チームでは、定期的に、“情報探
索ガイダンス”各種コースを実施しています。
　10 月は、「文献管理ツール・クローズアップデー」と
して、東京大学所属者が無料で利用できる「RefWorks」
の講習会のほか、同種のツールで利用者の多い

「Mendeley」「EndNote」についても提供元から講師を
招聘し、セミナーを実施します。
　また初心者向けの「はじめての論文の探し方」など、
予約不要の各種コースも実施します。
　本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どな
たでも参加できます。ぜひご参加ください。
※学外からの利用方法はどのコースでも説明します。

■文献管理ツール・クローズアップデー 企画①
　10/2（火）10：30 ～ 11：30（備付 PCで実習形式）
【文献管理ツール初心者のためのRefWorks 講習会】
※予約優先
　データベースの検索結果等を取り込んで整理し、参考
文献リストを自動作成。文献管理ツールはそんな機能を
持つ便利なツールです。
　これから使ってみようという方向けに、東京大学
所属者が無料で利用できる Web 版の文献管理ツール
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「RefWorks」（レフワークス）の使い方を説明します。
　代表的なデータベースからのデータの取り込み方と、
参考文献リストの自動作成方法を実習します。
※文献管理ツール初心者の方はこの回がおすすめです。
同日開催の Mendeley・EndNote セミナーと併せてご参
加ください。この回のみの参加も可能です。

■文献管理ツール・クローズアップデー 企画②
　10/2（火）13：30 ～ 14：30（聴講 or 持込 PCで実習可）
【Mendeley 利用セミナー】※予約優先
　Web とデスクトップの両方で使える無料ツール
の「Mendeley」（メンデレー）を既に使っている方、
または他の文献管理ツールを使っている方向けに、
Mendeley の基本機能やソーシャルネットワーク機能な
ど、便利な使い方を、提供元から講師を招聘して講習し
ます。
※本学は Mendeley 機関版の契約はしていません。
※この回は、Mendeley をインストール済み、かつ学内
無線 LAN 設定済みのパソコンをご持参の方のみ実習が
可能です。その他の方はセミナー聴講のみとなります。

■文献管理ツール・クローズアップデー 企画③
　10/2（火）15：00 ～ 16：30（聴講 or 持込 PCで実習可）
【EndNote（ソフトウェア版）利用セミナー】
※予約優先
　デスクトップ版の有料ソフトウェア「EndNote」（エ
ンドノート）を既にご利用の方、または他の文献管理ツー
ルを使っている方向けに、EndNote の基本機能や画像
情報・プレゼンテーション資料の管理など、便利な活用
法を提供元から講師を招聘して講習します。
※この回は、EndNote をインストール済み、かつ学内
無線 LAN 設定済みのパソコンをご持参の方のみ実習が
可能です。その他の方はセミナー聴講のみとなります。
※説明は Windows 版で行います。

■ 10/11（木）15：00 ～ 16：00（備付 PCで実習形式）
【はじめての論文の探し方】※予約不要

　「文献検索は初めて」という初心者向けにゆっくり
と、文献リストの読み取り方、図書・雑誌（東京大学
OPAC）、日本語論文（CiNii Articles）、英語論文（Web 
of Science）の基本的な検索方法を実習します。　

■ 10/24（水）15：00 ～ 16：00（備付 PCで実習形式）
【論文投稿シミュレーション：JCR と RefWorks を使っ
て】※予約不要
　執筆中のその論文、投稿先はどうやって決めますか？
　雑誌によって異なる参考文献リストの書き方、大変だ
と思っていませんか？
　雑誌の「インパクトファクター」が、投稿先を決める
手がかりのひとつになるかもしれません。参考文献リス
トの作成には Web 版の文献管理ツール「RefWorks」を
活用してみましょう。文献データの整理～投稿誌の選定
～投稿規定に沿った文献リスト自動作成の流れを、2 つ
のツールを使った実習でシミュレーションしましょう。
※講習内容の一部が【文献管理ツール初心者のための
RefWorks 講習会】と重複します。ご了承ください。

●会場：
【本郷】総合図書館 １階 講習会コーナー　定員 17 名

●参加費：無料

◆文献管理ツール・クローズアップデー申込先：
学術情報リテラシー担当（literacy ＊ lib.u-tokyo.ac.jp）
宛に、以下のメールをお送りください。

（＊は @ に置き換えて送信してください。）
メールのタイトル：文献管理ツール・クローズアップデー
参加希望
本文：
(1) 参加希望コース名（複数可）
(2) 氏名
(3) 身分
(4) 所属
(5) 講師への質問
(6) 利用経験のある文献管理ツールの名称

（利用経験の無い場合は「なし」）
(7) [Mendeley・EndNote 参加者のみ ] PC 持込の可否

（※持込 PC を使用する文献管理ツール名称を必ず明記
してください。持込 PC はそれぞれのソフトウェアをイ
ンストール済み、かつ学内無線 LAN 設定済みの PC 限
定です。）

※文献管理ツール・クローズアップデー以外は予約不要
です。直接ご来場ください。

※上記の他に、留学生向け講習会も実施します。
（参照：P26『英語と中国語で講習します！「留学生向
け総合図書館オリエンテーション」（英語）、「留学生の
ための“はじめての論文の探し方”ガイダンス」（中国語）
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のお知らせ』）

★授業・ゼミ・学生グループなどを対象にオーダーメイ
ドで講習します！
　論文の探し方の出張講習・オーダーメイド講習を随時
受付中です（無料）。授業やゼミの内容に合わせて講習
いたします。会場のことなど、ご相談に応じます。まず
はお気軽にお問い合わせください。どのキャンパスでも、
学生だけのグループでも OK です。
　過去の実施例は以下の URL でご覧いただけます。

（http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/shuccho.html）

★ Litetopi メールマガジン発信中！
　本学所属の方を対象に、データベースのニュースや講
習会のご案内などをお届けします。配信ご希望の方は、
下記アドレスまでメールでご連絡ください。（無料）

literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

●お問い合わせ：
学術情報リテラシー担当 03-5841-2649（内線：22649）
literacy * lib.u-tokyo.ac.jp 

（* は @ に置き換えて送信してください。）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

（ツイッター　http://twitter.com/gacos_todai）

お知らせ

国際本部　日本語教育センター

2012 年度冬学期「一般日本語コース」開講
のお知らせ

　本センターでは、2012 年度冬学期も「一般日本語コー
ス」を開講します。本学の留学生、外国人研究者の方な
ら、どなたでも受講できます。多くの方の受講をお待ち
しています。

●コース概要 
【開講期間】10 月 29 日（月）～２月７日（木）
　　　　　冬季休暇　12 月 17 日（月）～１月８日（火）

【開講場所】日本語教育センター
（本郷キャンパス・第２本部棟５階、１階）
【内容】２つの系統があります。
・ 「総合日本語」：入門レベル（レベル１）から上級レベ
ル（レベル５）まで。各レベル週３～２コマ。

・「テーマ別日本語」：〈漢字〉〈中級会話〉など。週 1 コマ。
【対象】東京大学の留学生、外国人研究者
＊〈レベル１〉から〈レベル３〉までのクラスと〈漢字〉
のクラスは、配偶者も受け付けます。

【受講料】無料。ただし、教科書を使うクラスでは、必
要な教科書を各自購入の上、受講してください。

【選考】選考はありません。センターのウェブサイトで
受講前のレベルチェックをして、自分でクラスを決めて
ください。

時間割、教科書等の詳細は、センターのウェブサイトに
掲載します。

●申し込みについて
　以下は留学生が申し込む場合の情報です。外国人研究
者、配偶者については、必要書類、申し込み期間が一部
異なりますので、センターのウェブサイトで確認してく
ださい。

【申し込みに必要なもの】
　　①受講申込書
　　②写真２枚 （４cm ×３cm）
　　③東大発行のＩＤカード

【申し込み期間】 10 月４日（木）、５日（金）、９日（火）
10 日（水）、11 日（木）、16 日（火）、
17 日（水）、13：30 ～ 15：30

先着順に受け付け、定員に達したら締め切ります。
【申し込み場所】日本語教育センター
　　　　　　　（本郷キャンパス　第２本部棟５階）
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●お問い合わせ
申込方法等→日本語教育センター事務（留学生・外国人
研究者支援課）内線：22564
授業内容等→日本語教育センター　内線：22563 
●なお、上記は、日本語教育センターの最も一般的な「一
般日本語コース」のご案内です。センターでは、このほ
か「集中日本語コース」「学術日本語コース」「短期日本
語コース」などの各種コースを提供しています。詳しく
はセンターのウェブサイトなどをごらんください。
<Website> http://www.nkc.u-tokyo.ac.jp/
<Twitter> http://twitter.com/TodaiNihongoC/
< F a c e b o o k >  h t t p : / / www . f a c e b o o k . c o m /
TodaiNihongoC/

〈General Course -winter 2012-〉 off ered by Center for 
Japanese Language Education [Nihongo Center]
The Center for Japanese Language Education will be 
off ering General Course.  This course can be taken by 
any international student and foreign researchers at 
the University of Tokyo, provided that application is 
made within the specifi ed period. Won’t you join us 
in the Japanese classes at the NIHONGO Center?

● Outline
Term:  From October 29 (Mon.) to February 7 (Thu.)
* Winter holiday: From December 17 (Mon.) 
to January 8 (Tue.)
Location of Class: Center for Japanese Language 
Education (Adm. Bureau # 2, 5th and 1st fl oor, Hongo)
Contents: This course is divided into two tracks, 

〈Comprehensive Japanese〉and〈Specifi c Japanese〉
〈Comprehensive Japanese〉: Six levels, ranging from 
introductory (Level 1) to advanced (Level 5). Three or 
Two times a week (100 minutes each time).

〈Specific Japanese〉: Classes focused on specific skill 
areas, such as kanji and intermediate conversation. One 
session each.
Potential Applicants: International students and foreign 
researchers at the University of Tokyo.
* Foreign spouses of international students or foreign 
researchers at the University of Tokyo may also enroll 
in some classes: <Level 1> to <Level 3> and <Kanji>.
Tuition: There is no tuition fee.
However, you will have to purchase the textbooks 
yourself for the classes as required.
Selection: There is no selection criterion. 
Please determine the level of the course you will take 
by yourself based on the results of the placement test 
which is off ered on the Center’s website.
For further information, such as timetables, textbooks 
etc., please refer to the Center’s website.

● Registration Details
 * The following information is specific to foreign 
students. For details on foreign researchers and 
spouses, please refer to the Center’s website.
Necessary documents for Registration: 
(1) Application Forms
(2) 2 copies of photo (4cm x 3cm)
(3) ID card issued by the U-Tokyo
Registration Period: 
October 4 (Thu.), 5 (Fri.), 9 (Tue.), 10 (Wed.), 
11 (Thu.), 16 (Tue.), 17 (Wed.)
* Applications will be accepted on a first-come-first-
served basis until the class becomes full.
Registration Time: 
From 1:30 to 3:30 pm during the registration period 
stated above
Registration Plase: 
Center for Japanese Language Education (Adm. Bureau 
# 2, 5th fl oor, Hongo Campus)

The NIHONGO center provides not only the General 
Course above but also various courses for international 
students and foreign researchers　 － Intensive 
Japanese Course, Academic Japanese Course and 
Short-term Japanese Course, etc. Please visit our 
website and fi nd a course that fi ts with your schedule 
and learning needs.
We are looking forward to seeing you in the NIHONGO 
Center.
<Website> http://www.nkc.u-tokyo.ac.jp/
<Twitter> http://twitter.com/TodaiNihongoC/
< F a c e b o o k >  h t t p : / / www . f a c e b o o k . c o m /
TodaiNihongoC/

お知らせ

本部学生支援課、国際企画課

アジアを代表する４大学の学生合唱団による
「第６回ベセトハ合唱祭」の開催

　本学の式典奏楽を長く務める音楽部合唱団コールアカ
デミー、および 2009 年に新設された音楽部女声合唱団
コーロ・レティツィアの主催により、北京大学、ソウル
国立大学、ベトナム国家大学の学生合唱団とのジョイン
トコンサートが開催されます。
　この「ベセトハ合唱祭」は、決して安寧ではない昨今
の東アジア情勢にもかかわらず、自国の未来を担う自覚
を持った学生たちが、合唱を通じた相互理解と友好をめ
ざして十年来続けているもので、今回は東京での２回目
の開催となります。
　会場も本郷キャンパスからほど近いうえ、本学の音楽
部両合唱団はもとより、音楽特待生を擁する北京大学を
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はじめ、音楽的にも出色の名演が期待されます。みなさ
まぜひ足をお運びください。

［日時］10 月 14 日（日）16 時開演
［会場］文京シビックホール大ホール
（東京メトロ後楽園駅直結、都営地下鉄春日駅直結）
［入場券］S 席 2,000 円、A 席 1,500 円、B 席 1,000 円
［曲目］各国単独ステージ：ボブ・チルコット『小ジャ
　　　  ズミサ曲』ほか
　　　 ４か国合同ステージ：参加国の国語による曲、　
　　　 およびワーグナー『タンホイザー』より「大行
　　　 進曲」

［指揮］江上孝則、有村祐輔ほか
［伴奏］東京大学音楽部管弦楽団ほか

お問い合わせや詳細の確認は、音楽部合唱団コールアカ
デミー（下記）へお願いします。

［メールアドレス］info@chor.jp
［ホームページ］http://www.chor.jp
［ツイッター］http://twitter.com/chor_akademie

お知らせ

本部情報基盤課

英語と中国語で講習します！「留学生向け総合図書館オ
リエンテーション」（英語）、「留学生のための“はじめ
ての論文の探し方”ガイダンス」（中国語）のお知らせ

　情報基盤課学術情報チームでは、ネイティブ講師によ
る「留学生向け総合図書館オリエンテーション」（英語）、

「留学生のための“はじめての論文の探し方”ガイダンス」
（中国語）を開催します。
　内容は、レポート・論文作成に役立つ、データベース
を使った図書や雑誌論文の検索実習です。
　入門的な内容ですので、新入学の留学生に限らず、初
心者の方の参加も歓迎します。
　本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どな
たでも参加できます。ぜひご参加ください。

※留学生のみなさんにもぜひお声かけください。

■ 10/18（木）
【留学生向け総合図書館オリエンテーション】（英語）
　“General Library Library Tour in English”
　October 18 (Thu.)
　　15：00 － 15：30　OPAC Course
　　15：30 － 16：00　Guide to the Stacks
　　16：00 － 16：30　Library Tour
　It is not necessary to attend al l  3 courses . 
Participants can join each course of 30 minutes.
　The OPAC Course is an introductory course to 
online catalogs and e-journals. (This session offers a 
hands-on approach by using computers.)
　The Library Tour will show you not only its rich 
collections but also materials and facilities provided 
for you, such as foreign newspapers, foreign TV, and 
computers.
　No advance reservation is required. Free of charge.
　Please come to the General Information Desk of the 
General Library (Hongo Campus) before the scheduled 
time.
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■ 10/26（金）
【留学生のための“はじめての論文の探し方”ガイダンス】
（中国語）
　留学生论文检索入门指南讲座（使用语言 : 中文）
　10 月 26 日（星期五）
　　第一场 13：10 － 14：10 ／第二场 15：00 － 16：00
　　讲习会进行两场 ［内容相同］
　讲习会主要内容：
　　・查找图书所在：东京大学 OPAC
　　・查找杂志论文：东京大学 OPAC
　　・查找主题论文

　　　　中文论文：中国期刊全文数据库（CNKI）
　　　　日文论文：CiNii Articles
　　　　英文论文：Web of Science
　　・如何从校外链接使用数据库和电子期刊

・会场：本乡校区 综合图书馆 １Ｆ 讲习会角

・无需事先申请・免费

・定员 17 名 （以到达先后为序） 
・因为参加人数较多，请尽量提前到达会场。首场［13：
10 － 14：10］参加者超员时、将发行第二场［15：00 －
16：00］整理券［排号入场券］。第二场可能会出现仅限

持有整理券者入场的情况，希望大家踊跃参加首场讲习会。

詳細は下記のサイトをご覧ください。
（English）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/e/training-e.html

（中文）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/c/training-c.html

※上記の他に日本語による各種講習会も実施します。
（参照：P22『「文献管理ツール・クローズアップデー」
など“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ』）

●お問い合わせ：
学術情報リテラシー担当 03-5841-2649（内線：22649）
literacy * lib.u-tokyo.ac.jp 

（* は @ に置き換えて送信してください。）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

（ツイッター　http://twitter.com/gacos_todai）

お知らせ

生産技術研究所、大学院総合文化研究科・教養学部

第８回駒場キャンパス技術発表会開催のお知
らせ

　生産技術研究所ならびに大学院総合文化研究科・教養
学部共催の技術発表会を、下記の通り開催いたします。
一般講演以外にも以下の様な講演がございます。
　「交流講演」では渡辺誠氏、金井誠氏・森田明保氏に
ご講演いただきます。また、「招待講演」では、加藤博氏、
矢野隆行氏、高橋岳生氏にご講演いただきます。
　様々な分野の講演内容となっておりますので奮ってご
来聴下さい。
　また、発表会終了後に懇親会を開催いたしますので併
せてご参加ください。

記
【技術発表会】
日時：10 月 24 日（水）９：30 ～ 17：00
場所：駒場Ⅱリサーチキャンパス　
　　　総合研究実験棟（An 棟）・コンベンションホー
　　　ル

《口頭発表》
「長さスケールを含まない１方程式型サブグリッドス
ケールモデル」
生産技術研究所　基礎系部門　技術専門職員　小山省司

「警戒区域内での土壌サンプリングと線量」
総合文化研究科　技術専門職員　滝澤　勉

「アバランシェフォトダイオード電子検出器の劣化と回
復」
生産技術研究所　基礎系部門　技術専門職員　河内泰三

「ヘリウム回収用配管の設計と施工」
総合文化研究科　技術職員　石坂　彰

「安全衛生管理室のご利用手引き」
生産技術研究所　安全衛生管理室　技術職員　近藤大介

《交流講演》
「垂直配向単層カーボンナノチューブ膜の伝熱実験への
応用」
工学系研究科　機械工学専攻　技術専門職員　渡辺　誠

「手動式万能試験機の設計」
工学系研究科　システム創成学専攻

技術専門員　金井　誠
工学系研究科　システム創成学専攻

技術職員　森田明保
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《招待講演》
「先端研における情報系の業務について」

先端科学技術研究センター　広報・情報室
技術専門職員　加藤　博

「分子科学コミュニティに貢献する装置づくり」
大学共同利用機関法人　自然科学研究機構

分子科学研究所　装置開発室　技術職員　矢野隆行
「風を追い、風と共に去りぬ－風洞と過ごした 38 年」

生産技術研究所　人間・社会系部門
　技術専門員　高橋岳生

【懇親会】
日時：10 月 24 日（水）17：30 ～ 19：30
会場：駒場Ⅱリサーチキャンパス　総合研究実験棟
　　　（An 棟）・コンベンションホール前ホワイエ
会費：1500 円
　今回は催し物として藤井陽一東大名誉教授（元３部教
員）のフルートの演奏を始め、他演奏者の参加も含めた
企画も考えております。
　是非、この機会にご来聴頂ければ幸いです。皆様の多
くのご参加をお待ちしております。

第８回　駒場キャンパス技術発表会実行委員会委員長　
片桐俊彦
TEL : 03-5452-6143
E-mail : toshi@iis.u-tokyo.ac.jp

お知らせ

附属図書館

平成 24 年度冬学期総合図書館備付け図書の
推薦について

　総合図書館では、学生の学習・研究を助け、また教養
をより豊かにするために、全学の教員（常勤講師以上）
から図書を推薦していただく制度を設けております。
　つきましては、平成 24 年度冬学期に向けて下記のと
おり図書の推薦をお願いいたします。

記

１　推薦の範囲
　　（１）講義に密着した図書は、本郷キャンパスの講
　　　　  義を対象とします。
　　（２）その他、学生の教養書としてふさわしいもの
　　　　  をご推薦ください。
　　　　　ただし、雑誌および学生にとってあまりに高
　　　　　度な専門図書は除いてください。

２　推薦締切り
　　　講義に密着した図書は、10 月 31 日（水）
　　　その他の図書の推薦は常時受け付けます。

３　推薦方法
　　　総合図書館備付け図書推薦要領によります。
　　　※推薦要領は各部局図書館（室）に備付けており
　　　ます。

４　問合せ先
　　　附属図書館情報管理課選書受入係
　　　　内線：22626
　　　　e-mail：sen@lib.u-tokyo.ac.jp

＊附属図書館 Web サイト
（http://www.lib.u-tokyo.ac.jp/）の「ニュース」にも「総
合図書館備付け図書の推薦について」を掲載いたします。
ご参照ください。
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人事異動（教員）
連 絡事 務

発令日、部局、職、氏名（五十音）順

発令日 氏名 異動内容 旧　（現）　職等
（退　　職）

24.8.15 東　大作 辞　職（外務省国際連合日本政府代表部参事官）大学院総合文化研究科准教授
24.8.31 野田　優 辞　職 大学院工学系研究科准教授
24.8.31 古川　勝 辞　職（鳥取大学大学院工学研究科准教授） 大学院新領域創成科学研究科准教授

24.8.31 武山　健一 辞　職 分子細胞生物学研究所附属エピゲノム疾患研究セン
ター准教授

24.8.31 遠藤　薫 辞　職（都市再生機構） 先端科学技術研究センター教授
（採　　用）

24.8.16 新谷　亮 大学院工学系研究科准教授 京都大学大学院理学研究科助教
24.8.16 合田　圭介 大学院理学系研究科教授

24.8.16 嘉治　美佐子 大学院総合文化研究科教授 外務省大臣官房審議官

  24.9.1 塚崎　敦 大学院新領域創成科学研究科准教授 大学院工学系研究科附属量子相エレクトロニクス研
究センター特任講師

  24.9.1 山崎　俊嗣 大気海洋研究所教授 産業技術総合研究所
（昇　　任）

24.8.16 横山　朝哉 大学院農学生命科学研究科准教授 大学院農学生命科学研究科講師
24.8.16 國澤　純 医科学研究所准教授 医科学研究所講師
  24.9.1 羽藤　英二 大学院工学系研究科教授 大学院工学系研究科准教授
  24.9.1 潮　秀樹 大学院農学生命科学研究科教授 大学院農学生命科学研究科准教授
  24.9.1 尾張　敏章 大学院農学生命科学研究科附属演習林准教授 大学院農学生命科学研究科附属演習林講師
  24.9.1 木下　滋晴 大学院農学生命科学研究科准教授 大学院農学生命科学研究科助教
  24.9.1 後藤　康之 大学院農学生命科学研究科准教授 大学院農学生命科学研究科助教
  24.9.1 山口　いつ子 大学院情報学環教授 大学院情報学環准教授

（配 置 換）

  24.9.1 川幡　穂高 大気海洋研究所附属地球表層圏変動研究セン
ター教授 大気海洋研究所教授

※退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
　東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。
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10月号～12月号の投稿スケジュール
号数 原稿締切 発行日 配布

1430 ９月２８日（金） １０月２５日（木） １０月３１日（水）

1431 １１月８日（木） １１月２６日（月） １１月３０日（金）

1433 １２月３日（月） １２月１７日（月） １２月２１日（金）

＊１月号以降は紙面への投稿はできません。全学ウェブサイトへ

の登録・掲載となります。詳しくは、便利帳をご参考ください。

【詳しくはこちら】
東大ポータル＞便利帳＞総合企画部＞広報課＞「学内広報」への記事提出・投稿

【お問い合わせ先】
本部広報課　kouhoukikaku@ml.adm.u-tokyo.ac.jp (内線：22031)

学内広報は次号よりリニューアルいたします！
これまでインフォメーション欄への原稿のご投稿ありがとう
ございました！インフォメーション欄は10月号より紙面から
なくなってしまいますので、今後は全学ウェブサイトへのご
投稿をお願いいたします。
なお、ニュース欄への原稿は、12月号までは学内広報にご投
稿いただけます。引き続きメールにて原稿をお寄せください
ますようお願いいたします。
1月号以降は、ニュース原稿も全学ウェブサイトでの掲載と
なります。詳細は追ってお知らせいたします！
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特集
02 生まれ変わります！学内広報

NEWS
一般ニュース

04 産学連携本部
東京大学アントレプレナープラザ開業５周年記
念プログラム開催

05 本部留学生・外国人研究者支援課
平成 24年度第 1回 ｢外国人留学生支援基金奨
学生及び長島雅則奨学金証書授与式｣ 開催され
る

05 リサーチ・アドミニストレーター推進室
科研費（初級編）“計画調書”説明会を開催

06 国際本部　日本語教育センター
日本語教育センター 2012 年度夏学期「集中日
本語コース・学術日本語コース」修了式が行わ
れる

07 本部社会連携推進課
高校生のための東京大学オープンキャンパス
2012 開催

08 リサーチ・アドミニストレーター推進室
リサーチ・アドミニストレーター研究会を開催

09 総括プロジェクト機構
航空イノベーションフォーラム「YS-11 初飛行
50年～日本の航空技術・産業の今と未来～」開
催報告

部局ニュース
10 大学院工学系研究科・工学部

第３回ご父母のためのオープンキャンパスを開
催

11 大学院農学生命科学研究科・農学部
附属牧場にて親子ふれあい教室開催される

11 大学院工学系研究科・工学部
テキサス大学MDアンダーソンがんセンター
での 1st Joint Symposium 「Bridging Cancer 
Nanotechnology」開催の報告

コラム
13 再生のアカデミズム＜実践編＞　#07
14 ひょうたん島通信　第9回
15 インタープリターズバイブル　vol.62
15 ASIAN DIVERSITY 　No.23
16 Crossroad　産学連携本部だより　vol.82
17 Policy + alt　vol.36
18 Relay Column「ワタシのオシゴト」　第 79回
18 救援・復興支援室より　No.16
19 コミュニケーションセンターだより　No.92

INFORMATION
シンポ・講演会

20 生物生産工学研究センター
シンポジウム開催のお知らせ
お知らせ

20 低温センター
低温センター安全講習会（高圧ガス保安法に基
づく保安教育）のお知らせ

21 大学院農学生命科学研究科・農学部
演習林の広報誌「科学の森ニュースNo.59」の
発行

21 環境安全本部、本部労務・勤務環境課
2012 年度　東京大学メンタルヘルスセミナー
ストレスに強い「私」をつくる３つのワーク
ショップまもなく開催！

22 本部情報基盤課
「文献管理ツール・クローズアップデー」など“情
報探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

24 国際本部　日本語教育センター
2012 年度冬学期「一般日本語コース」開講の
お知らせ

25 本部学生支援課、国際企画課
アジアを代表する４大学の学生合唱団による「第
６回ベセトハ合唱祭」の開催

26 本部情報基盤課
英語と中国語で講習します！「留学生向け総合
図書館オリエンテーション」（英語）、「留学生の
ための“はじめての論文の探し方”ガイダンス」
（中国語）のお知らせ

27 生産技術研究所、大学院総合文化研究科・教養学部
第８回駒場キャンパス技術発表会開催のお知ら
せ

28 附属図書館
平成 24年度冬学期総合図書館備付け図書の推
薦について

事務連絡
29 人事異動（教員）

淡青評論
32 第二の故郷

編 集後 記
　今から７年前、着任早々に学内広報のリニューアルを命じら
れました。いろいろと悩んだ挙句、特集と連載コラムを加えて、
ニュースメディアだった学内広報を（ニュース部分を残しつつ）
マガジン風メディアに変貌させました。それまでプロの編集・
ライターだった僕は、生まれて初めて「読者と寄稿者が同一で
ある同人誌的メディア・学内広報」に接して大いに戸惑った記
憶があります。今、思えば、読者と寄稿者が同一であることは
双方向性が高まるわけで、草の根記者が寄稿するWEBニュー
スサイトに近いものがありますね。時代を先取りしていた学内
広報と言えなくもないわけです（40 年も前から！）。
　今回のリニューアルは、あの時以来の大リニューアル。「草
の根記者の寄稿」に当たる NEWS&INFORMATION がWEB
に移行し、スタンダードな本部発信メディアに生まれ変わりま
す。時代とともにその姿を変えていきながらも、学内広報はい
まだ健在。東大構成員の皆様には、今後も末永く学内広報を可
愛がっていただきたいと、心から願っております。（し）

◆表紙写真◆
学内広報創刊当時の合本（「資料」）と最近の学内広報
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七徳堂鬼瓦

（淡青評論は、学内の教職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

　この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前に
広報室の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報室までお送り
ください。なお、記事についての問い合わせ及び意見の申し入
れは、本部広報課を通じて行ってください。

No.1429　2012 年 9月 24 日

東京大学広報室
〒113-8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学本部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp/

たスタンフォードの研究所で見た、競争心むき出しで攻撃的な（aggressive）エリート研究者たちの姿も
鮮明に記憶に残っている。そこには、今まで見たことのない紛れもなく異なる世界があった。
　単なるオヤジのノスタルジアに過ぎないのかもしれない。が、できれば、少しでも多くの東大生が外国
で学ぶ、あるいは研究するという経験をしてもらいたいと思う。感受性の豊かな若いうちに「非日常」を
体験することで、自らの将来についてより多くの選択肢があることに気づくことができると思うからであ
る。語学力の重要性を理屈抜きに思い知ることができるからである。自分を取り囲んでいる枠の一つや二
つを取っ払えると思うからである。前に進むためのモーティベーションを得ることができるからである。
そして、圧倒的におもしろいからである。外国で生活することは、非日常を体験するための最も有効な手
段の一つだと思う。
　一方、東大に滞在する留学生や外国人ポスドクの数も増加しつつある。研究環境そして生活環境は、彼
ら彼女らが故郷と思ってくれるに値するものになっているだろうか。彼ら彼女らが驚くような優れた研究
者は十分にいるのだろうか。外国人を受け入れる柔軟性、多様性は東大に備わっているのだろうか。彼ら
彼女らの受ける印象が記憶となり、東大のイメージを作っていく。東大は、彼ら彼女らの第二の故郷足り
うるのだろうか。第二の故郷は双方向である。

相原博昭（大学院理学系研究科・理学部）

　空港からサンフランシスコの街を抜けてベイブリッジを渡りバークレー
に向かう。そのたびに自分の研究者人生の原点はここにあると思う。原体
験である。修士 2年の時から 13 年間過ごしたバークレーは第二の故郷だ
と思っている。その時の経験と、そこで得た研究者仲間無くして今の自分
はない。町全体に漂う限りなく自由な雰囲気と溢れる多様性、大学と研究
所で出会った驚くほど優秀な研究者集団、そして彼ら彼女らの徹底した研
究第一主義と厳しい評価眼、どれもみな新鮮であった。実験のために通っ

第二の故郷
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